
地理  2 4 中 1  社会 小テスト  その 1 こたえ

南アメリカの産業と環境
名前

月 日

世界の姿 日本の姿 気候と暮らし アジア州 ヨーロッパ州 アフリカ州 北アメリカ州 南アメリカ州 オセアニア州

今
日
の
問
い

南アメリカでは、開発と環境を守ることを、どう両立させようとしているのだろう。
5分で解こう。合格は80点。

時間 5分 合格 80点

1 語句を書く 〔　〕に当てはまる語句を書きなさい。

1 ブラジルは、かつてコーヒーの輸出にたよる だった。 (10点)

2 ブラジルの鉄鉱石やチリの銅は、 にも輸出されている。 (10点)

3 植物は育つときに を吸収するため、燃やしても大気中の量を増やしにくい。 (10点)

4 熱帯雨林が減ると、多くの がすむ場所が失われる。 (10点)

5 将来の世代のことも考え、環境を守りながら進める開発を という。 (10点)

6 さとうきびなどの植物からつくり、自動車の燃料に使われるものを という。 (10点)

2 正しいか、まちがいか 正しければ○、まちがいなら×を○で囲み、下線の部分を直しなさい。

7 ブラジルの工業は、発展していない。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

8 アマゾン川の流域では、先住民が焼畑農業を行ってきた。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

3 選んで答える 正しいものをア〜エから選んで、記号を( )に書きなさい。

9 バイオエタノールについて、正しいものを選びなさい。　( イ )

ア 石油からつくる燃料である イ さとうきびなどの植物からつくる燃料である

ウ 電気をつくる発電所である エ 鉄鉱石からつくる金属である (10点)

10 ブラジルの輸出の変化として、正しいものを選びなさい。　( イ )

ア 大豆の輸出にたよっていたが、コーヒーに変わった イ かつてはコーヒーにたよっていたが、近年は大豆や

肉類の輸出がのびた

ウ 鉄鉱石の輸出をやめた エ 輸出をまったく行っていない (10点)

得点 / 100

モノカルチャー経済

日本

二酸化炭素

生物

持続可能な開発

バイオエタノール

発展している

chiritsumo-drill.com
ほかの プリントは こちら
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